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各位 

2024 年７月 23 日 

セレンディップ・ホールディングス株式会社 

（コード：7318 東証グロース） 

 

 

 

 

 

セレンディップ・ホールディングス株式会社（代表取締役社長兼CEO：竹内 在）は、株主・投資家の皆様への情

報発信の強化及びフェアディスクロージャーの観点から、頂戴した主要なご質問とその回答について、下記の通り、開示さ

せていただきます。 

記 

 

ディスクローズについては社内で厳密にコントロールしており、内部管理には問題ないと考えています。インサイダー取引

を未然に防ぐため、内部監査や教育・研修を徹底して行っています。 

 

レディーバードへの投資は、セレンディップの投資ポートフォリオにおける投資比率 20％の「独自性があり、高付加価値

な領域」への投資にあたります。 

 

■参考：「中期経営計画 セレンディップ・チャレンジ 500（2024年 6 月 28 日開示）」 48 ページ 

 

                                                               

                                                   
         

                 

  

                 

       
               

         
              

                                       

               
                

      

           
                    

             

        
             

                 
  
         

         

             
               

       

         
         

    

                

               
                   
 

    
     
       

    
     

    
  

Q&A公開 

セレンディップ・ホールディングス株主総会及び方針説明会 質疑応答（要旨）公開のお知らせ 

Q１：2024年３月期の決算発表当日の不自然な株価の動きと出来高の多さについてどう考えているか？ 

Q２：株式会社レディーバードへの投資は、今までのモノづくり企業への投資と毛色が異なると感じた。今後の M&A

はこのように広い範囲でやっていくのか？また、ビューティーテック企業出身の藤田氏が取締役から退任することも気にな

っています。 
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レディーバードは完成品メーカーであり利益率が高く、アペックスなどとのシナジーも見込める会社だと考えています。さら

に、美容と健康の領域は、日本企業が国際的に競争力を発揮している数少ない分野であり、非常に成長性が高いと

見込んでいます。 

弊社の主な投資先である自動車部品メーカーは、投資比率 70％の領域にあたり、サプライチェーンが強固で安定的

に収益を獲得できる一方、利益率が低くコントロールできる部分が少ないという一面もあります。それを補うためにも、高い

成長率・収益率が期待できるレディーバードや天竜精機、アペックスなどの高付加価値領域への投資も行っています。今

後もこの投資ポートフォリオに従い、投資を実行していく方針です。 

また、藤田氏については、今後も引き続き弊社の相談役として関わっていただきます。 

 

プロ経営者派遣は弊社のビジネスモデルのコアだと考えているため、常にプロ経営者となる人材をグループ内外から確

保するための活動をしています。 

現在も日本の多くの企業は年功序列であり、若く有能な人材の登用が進んでいません。一方、セレンディップグループ

では、プロ経営者へのキャリアパスとして、センス・知見・能力のある若手人材に経験を積ませるため、早くから社長の右腕

となる執行役員、CFO、COO 等に登用し、実践の場を提供しています。こうしてプロ経営者となる人材をグループ内から

継続的に輩出できる仕組みを整備しています。 

もちろん、社外の多様なルートからの人材発掘も継続していきます。 

 

■参考：「中期経営計画 セレンディップ・チャレンジ 500（2024年 6 月 28 日開示）」 44 ページ 

 

高すぎる利益計画でミスリーディングするのではなく、着実な成長で計画を確実に達成していく方針のため、保守的と

なる傾向はあります。中期経営計画を前倒しで達成し、上方修正できるよう、実績を積み上げていきたいと考えています。 
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Q４：中期経営計画について、オーガ ック成長が保守的なのではないか？ 

Q３：今後M&A が増えると、投資先へ派遣するプロ経営者も増やさなければならないと思うが、どのように確保してい

くのか？ 
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投資の検討案件が年間で 400 件を超え、 型の案件も増えてきています。多くの案件を実行し利益計画を達成す

るために、今後は多様な資金調達やインベストメント事業の人材採用・育成を強化していきます。 

インベストメント事業は投資実行やエグジットのタイミングによってボラティリティが高くなりますが、しっかりと投資先企業を

見定め、無理のないペースで着実に投資していきたいと考えています。コンスタントに投資を実行できるような環境づくり、

また、「セレンディップに会社を譲りたい」と言っていただけるように知名度を上げていくのも今後のチャレンジになります。 

 

今期はエクイティファイナンスは行わない予定です。 

今回の中期経営計画では３年間の財務戦略を記載しています。中期経営計画期間中に投資計画が実際に進ん

でいくと自己資金だけでは投資が難しくなるため、メザ ンファイナンスの活用等、株式の希薄化がなるべく生じない様々

な方法を検討し、その中で中長期的にエクイティファイナンスの要否も判断していきます。 

エクイティファイナンスにおいては、希薄化する以上に企業価値が上げられるかどうかが重要なポイントだと考えていま

す。中長期的に見て企業価値を向上させられると判断した場合に、エクイティファイナンスを検討していきます。 

 

■参考：「中期経営計画 セレンディップ・チャレンジ 500（2024年 6 月 28 日開示）」 55 ページ 

 

以上 

【本件に関するお問合せ先】 

セレンディップ・ホールディングス株式会社 

経営企画部 財務 IR担当 

E-mail: information@serendip-c.com 

                                                               

                

                                        

                             

  

    

    

   

    

        

   

       

    

            

            

                      
                 

                 

                          
           

                    

     

       

                        
                        
                         
                   

        
     

     

         
     

     

    

    
  

Q５：今後、投資のエグジットが増えていくとは思うが、今の投資ペースでインベストメント事業の利益が計画通り増え

ていくのか？ 

Q６：今後のエクイティファイナンスの予定を教えてほしい。 


